
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
七
号

二
〇
〇
三
年
三
月

大
谷
文
書
唐
代
田
制
関
係
文
書
群

の
復
原
研
究

-
釈
文
編
-

野
尻
忠

・
稲
田
奈
津
子

序

大
谷
文
書
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
大
谷
探
検
隊
に
よ

っ
て
中
国
西
域
で
発
掘
さ

れ
、
現
在
龍
谷
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
群
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
は
唐
代

史
を
理
解
す
る
の
に
有
用
な
史
料
が
多
数
含

ま
れ
て
お
り
、
文
書
の
存
在
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た

一
九
五
〇
年
代
以
降
、
着
実
な
研
究
成
果
が
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
田
制
関
係
の
文
書
群
は
、
そ
の
な
か
で
も
特
に
注
目

さ
れ
て
き
た
も
の
の

一
つ
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
田
制
関
係
文
書
と
は
、
退
田
文
書

・
欠
田
文
書

・
給
田
文
書

・
給

田
関
係
牒
と
呼
ば
れ
る
四
種
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
死
亡
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り

返
納
さ
れ
る
班
給
田
地
を
帳
簿
化
し
た
退
田
文
書
、
基
準
面
積
に
満
た
な
い
田
地

し
か
支
給
さ
れ
て
い
な
い
百
姓
の
名
と
そ
の
不
足
分
の
面
積
を
記
し
た
欠
田
文
書
、

退
田
文
書
と
欠
田
文
書
に
も
と
つ

い
て
、
剰
余
分
の
土
地
を
新
た
な
班
給
対
象
者

や
面
積
の
不
足
し
て
い
る
者
に
割
り
当
て
る
給
田
文
書
、
そ
し
て
以
上
三
種
の
文

書
と
深

い
関
連
を
持
ち
、
年
月
日
や
官
入
の
署
名

.
書
き
止
め
文
言
を
含
む
、
帳

簿
の
末
尾
な
ど
に
置
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
文
書

(池
田
温
氏

の
用
語
に
し
た
が

い
仮
に
給
田
関
係
牒
と
呼
ん
で
お
く
)
群
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
元
来
は
巻
子
状
の
帳
簿
だ

っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
文
書
と

し
て
の
機
能
を
終
え
て
廃
棄
さ
れ
た
後
、
墓
の
副
葬
品
に
下
貼
と
し
て
使
用
さ
れ

た
た
め
様
々
な
形
に
裁
断
さ
れ
、
現
状
で
は
断
片
と
し
て
存
在
す
る
。
こ
う
し
た

断
片
を
接
続
し
復
原
す
る
作
業
は
古
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
が
、
今
回
こ
れ

ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
接
続
が
数
多
く
発
見
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
知

見
に
も
と
つ
い
て
釈
文
を
作
成
し
公
表
す
る
こ
と
に
し
た
。

復
原
過
程
に
つ
い
て
は
別
稿
で
述
べ
た
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い

(「大
谷
文
書
唐
代
田
制
関
係
文
書
群
の
復
原
研
究
」

『東
洋
史
苑
』

六
〇

・
六

一
合
併
号
、
二
〇
〇
三
年
)。
こ
こ
で
は
本
稿
に
必
要
な
範
囲
で
ご
く

お
お
ま
か
に
ま
と
め
て
お
く
。

文
書
断
片
の
多
く
は
独
特
の
形
状
に
裁
断
さ
れ
て
い
る
が
、
写
真
版
を
見
た
だ

け
で
も
、
明
ら
か
に
同
じ
形
状
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
複
数
存
在
す
る
。
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図 復原された青龍の図像一給田I層 一

たて約55cm× よこ約140cm

そ
れ
ら
の
文
書
ど
う
し
は
重
ね
ら
れ
た
状
態
で
裁
断
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
こ
の

推
定
に
も
と
つ
い
て
元
の
形
状
を
復
原
す
る
作
業
を
進
め
、
そ
れ
が
何
如
な
る
も

の
の
下
貼
で
あ

っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

別
稿
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
四
神
図
な
ど
彩
色
図
像
の
下
貼
と

し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
図
像
の

一
例
と
し
て
、
四
神

の
う
ち
青
龍
の
復
原
図
を
上
に
示
す
。

田
制
関
係
文
書
の
釈
文
は
す
で
に

『西
域
文
化
研
究
』
に
所
収
の
各
論
考
、
池

田
温

『中
国
古
代
籍
帳
研
究
』
、
『大
谷
文
書
集
成
』
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
先
行
研
究
の
成
果
を
尊
重
し
、
新
し
い
接
続
が
確
認
さ
れ
て
釈

文
に
訂
正
の
必
要
が
生
じ
た
文
書

の
み
を
取
り
上
げ
、
翻
刻
を
お
こ
な
う
。

釈
文
を
提
示
す
る
文
書
は

一
覧
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

表
に
関
連
し
て
若
干
補
足
し
て
お
く
。
図
像
復
原
の
中
心
と
な

っ
た
の
は
言
う

ま
で
も
な
く
田
制
関
係
文
書
で
あ
る
が
、
復
原
過
程
で
そ
れ
以
外
の
文
書
も
同

一

図
像
の
下
貼
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
天
宝
四
年
の
年
紀
を

持
つ
い
わ
ゆ
る
休
胤
文
書
、
年
紀
不
詳
の
兵
役
関
係
文
書
や
官
庁
文
書
と
呼
ば
れ

る
文
書
群
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
新
し
く
接
続
が
判
明
し
た
場
合

は
釈
文
を
翻
刻
し
た
。
次
に
、
図
像
の
種
類
で
は
、
四
神
で
あ
る
青
龍

・
朱
雀

・

玄
武
以
外
に
、
爪
形

・
雲
形
D

・
雲
形
F
な
ど
が
表
に
入

っ
て
い
る
。
爪
形
は
、

白
虎
ま
た
は
青
龍
の
爪
か
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
雲
形
と
は
、
仏
教
絵
画

に
よ
く
み
ら
れ
る
紫
雲
の
形
状
と
推
定
さ
れ
る
も
の
を
指
し
て
い
る
。
雲
形
に
は

一
〇
種
類
以
上
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
区
別
す
る
た
め
任
意

に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
符
号
を

つ
け
た
。
符
号
の
順
序
な
ど
に
深
い
意
味
は
な
い
。

ま
た
、
給
田
文
書
⑥

に

(

)
で
示
し
た
二
九
三
〇
の
接
続
は
西
嶋
定
生
氏
が

復
原
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(西
嶋
一
九
六
六
口
絵
図
版
四
を
参
照
)
が
、
こ
の
紙

片
は
別
稿
で
復
原
し
た
図
像
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
よ

っ
て
こ
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表

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
文
書

一
覧

一
、
退
田
文
書

文
書番

号

図
像

層

大
谷
文書

番
号

池
田
録
文

池
田
枝番

号

①

青
龍

退
田
I

一

二
二
六
+

(
中
問
欠)

+

三
〇
〇
六

一

八
六

牒
4
+

+

牒
2

②

青
龍

退
田
I

一

四
一

八
+

[
二
八
六
七
+

二
八
七
五
]

+

(

中
間欠

)

+

二
八
五
六
+

二
八
五
七

一

八
四

35
+

[
16
]

+
+

40+41

③

青
龍

退
田
I
I

二
五
九

九
+
二
八

六
八

一

八
四

34
+

17

④

青
龍

退
田
I
I

二
八

七
三
+

二
八

七
四
+

(
中
間欠

)

+

二
八
六
九

一

八
四

12
+

14
+

+

11

⑤

雲
形

Ｊ

V
N

二
九

六
一

+
二

八
六
六

一

八
四

61
+

10

⑥

雲
形

J

V

一

二
二一

+

二

八

八
一

一

八
四

3
+

36

二
、
欠

田
文
書

文
書番

号

図
像

層

大
谷
文
書
番
号

池
田
録文

池
田
枝
番
号

①

青
龍

欠
田
I

二

九
八
〇
+

四
九
〇
〇
+
一

二
二

七
+

[
二
八

九
七
+
二

九
〇
〇
+
二

八
九
二
+
二

八
九
五]

一

八

六
、

一

八

三

牒

15
+

牒

8
+

牒

10+[2]

②

青
龍

欠
田
I

二

九
〇
二
+

二

八
八
七
+

(
中
間
欠)

+

四
八
八
〇

一

八

三
、

一

八

六

18
+

17
+

+

牒

5

③

朱
雀

V

二

九
〇
九
+

[
二

八
九
三
+
二

九
〇
六]

一

八
三

19
+

[

1]

④

朱雀

V
I

四
九
一

〇
(
二)

+

(
中
間
欠)

+
二

九
四
七

一

八

六、

一

八

三

牒

11
+

+

29

⑤

雲
形
F

I
I

二

九
〇
一

+

二
九
〇
八

一

八
三

25
+

11

三
、
給
田
文
書

文
書
番
号

図
像

層

大
谷文

書番

号

池
田
録
文

池
田
枝番

号

①

青
龍

給
田
Ｉ

[
二
九
七
七
+

二
三
八
七
]

+

二
九
八
八
+

二
三
九
一

・

二
九
六
五
+

[
一

二
三
二
+

二
三
八
四
]

一

八
五

[

9
]

+

56

+

3
・42+[6]

②

青
龍

給
田
Ｉ

一

三
七
六
+

(
中
間
欠)

+

[
一

二
三
八
+
二

六
〇
四
]

+
一

二
五
〇

一

八
五

18
+

+

[
4
]

+

29
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③

青
龍

給
田
I
I

二

三
九
四
+
二

九
七
二
+

(
中
間
欠)

+
一

二

三
〇

一

八
五

58
+

46
+

+

27

④

青
龍

給
田
I
I

一
二

三
六
+
二

六
〇
一

一

八
五

24
+

12

⑤

青
龍

給
田
I
I

二

九
六
九
+

二

五
九
八

一

八
五

45
+

10

⑥

青龍

給
田
I
I
I
一

二

三
三
+

[
二
三
九
〇
+
一

二
二

八
(
・

二

九
三
〇)

+
二

九
七
四
]

+
二

三
八
六
+

(
中

間欠

)+二九八七

一

八
五

16
+

[

5]

+

14
++35

⑦

朱雀

I

一

二
四
五
+

一

二
二
四

一

八
五

41
+

26

⑧

玄
武

I

二

九
六
三
+

二
九
七
一

一

八
五

51
+

44

⑨

爪
形
A

I

一

二
四
四
+

二
九
七
〇

一

八
五

19
+

43

⑩

雲
形
D

I
I

一

二
三
九
+

二
九
六
二

一

八
五

25
+

49

⑪

雲形

J

I
I

一

二
三
七
+

二
九
五
四

一

八
五

17
+

63

四
、
官
庁
文
書

文
書
番
号

図像

層

大谷

文書

番
号

池
田
録
文

池
田
枝番

号

①

青龍

休
胤

橘
文
書
A
+

(
中
間欠

)
＋
三

〇
〇

四

※
1

②

青龍

旅
順

至宝

五
九
+

旅
順
図
二

九

※
2

③

朱
雀

V
I
I

三
一

五
一

+

二
九
八

四

④

朱
雀

V
I
I
I

旅
順
図
二
九
+

上

野
I
I
I
b
※

3

五
、
兵
役
関
係
文
書

文
書番

号

図
像

層

大
谷
文
書
番
号

池
田
録
文

池
田
枝番

号

①

青
龍

給
田
I
I
I
三
三
五
五

(
I)

+

(
中
間
欠)

+
一

〇
八
〇
+

三
三
五

四

二
二

〇
a
+
一

七六+二二〇b

【凡
例
】
①

「層
」

は
、
別
稿

(「大
谷
文
書
唐
代

田
制

関
係
文
書
群

の
復
原
研
究
」
)

の
表

1

・
表

2
で
示

し
た
番
号

に
従

っ
た
。

②

「大
谷
文
書
番
号
」
欄

で
使

用
す

る
記
号

の
う
ち
、

+
は
前
後

の
文
書

が
そ

の
順

で
接
続
す

る
こ
と

を
、
[

]

で
括

っ
た
も

の
は
既
知

の
接
続

で
あ

る
こ
と
を
示
す
。
「
池
田

枝
番
号
」
欄

の
記
号
も

同
じ
。

③

「池

田
録
文
」
欄

の
数
字

は
、
池

田
温

『
中
国
古
代
籍
帳
研
究
』

で
の
文
書
番
号

。
同

じ
く

「池

田
枝
番
号
」

は
枝
番
号
を
示
す
。
ま
た
記
号

の
う
ち
、

+
+
は

そ
の
前
後

の
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【註
】

文
書
が
中
間
欠
で
連
続
す
る
こ
と
を
示
す
。

※
1

「
橘
文
書
A
」
は
、
熊
谷
宣
夫

「
橘
師
将
来

吐
魯
番

出
土

紀
年
文
書
」
所
載

の

「
七

天
寳
三
年
文
書
」

(三
二
頁
)
を
示
す
。

※
2

「
至
宝
五
九
」
は
、

『綜
綱
路

の
至
宝
』
所
載

の

「
59
絵
画
断
片
」

(
一
一
四
頁
)
を
示
す
。
ま

た

「旅

順
図

二
九
」
は
、

『旅
順
博
物

館
所
蔵
新
彊
出

土
文
物
研
究
文
集
』

の

図
版

二
九
を
示
す
。

※
3

「
旅
順
図

二
九
」
は
、

※
2
に
同
じ
。
ま
た

「上
野
I
I
I
b
」
は
、
上
野

ア
キ

「ト

ル
フ
ァ
ン
出
土
彩
画
紙
片

に
つ
い
て
」
所
載

の
図
I
I
I
b
を
示
す
。

の
接
続
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
課
題
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
こ
れ
を
含

め
て
翻
刻
す
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
西
嶋
氏
の
復
原
に
は
形
状
か
ら
の
検
討
で

は
そ
の
当
否
を
確
認
で
き
な

い
も
の
が
あ
る
ほ
か
、
誤

っ
た
復
原
が
い
く
つ
か
あ

る
こ
と
も
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
退
田
文
書

の

一
二
二

一
+
二
三
八
〇

(西
嶋

一

九
六
六
口
絵
図
版
二
〇
)、
給
田
文
書

の
二
三
八
三
+
二
三
九

一

(同
図
版
二
)

の
接
続
は
誤
り
で
あ
り
、
正
し
く
は

一
二
二

一
は
二
八
八

一
と
接
続
し

(退
田
文

書
⑥
)
、
二
三
九

一
は
右

に
二
九
八
八
が
接

続
す
る

(給

田
文
書
①
。
図
を
参

照
)
と
推
定
さ
れ
る
。

表
に
は
数
箇
所
、
大
谷
文
書
の
文
書
番
号
以
外
で
示
し
た
も
の
が
あ
る
。
「至

宝
五
九
」
は
、
中
国
の
旅
順
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
る
文
書
断
片
の
う
ち
佐
川
美
術

館
で
の
展
覧
会
に
出
陳
さ
れ
た
も
の
で
、
展
覧
会
場
で
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「旅
順
図
二
九
」
お
よ
び

「橘
文
書
A
」
は
原
文
書
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
た

め
、
公
表
さ
れ
て
い
る
写
真
図
版
に
も
と
つ

い
て
翻
刻
を
お
こ
な

っ
た
。
「上
野

I
I
I

b
」
は
上
野
ア
キ
氏
の
論
文
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
文
書
で
あ
る
が
、
彩
色
面
の

写
真
し
か
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
文
書
面
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
同
論
文
に
示
さ
れ
て
い
る
上
野
氏
の
釈
文
に
し
た
が

っ
た
。

【参
考
文
献
】

『西
域
文
化
研
究
』
第

二

・
第
三

(法
蔵
館
、

一
九

五
九
年
・
一

九
六

〇
年
)

池

田
温

『中
国
古
代
籍
帳
研
究
』

(東
京
大
学
出
版
会

、

一
九
七
九
年
)

『大

谷
文
書

集
成
』
壼

・
戴

(小

田
義
久
責
任
編

集
、
龍

谷
大
学
善
本
叢

書

5

・
10
、
法

蔵

館
、

一
九
八
四
年

・
一
九
九

〇
年

)

『旅
順
博
物
館

蔵
新
彊
出
土
文
物

研
究
文
集
』

(龍
谷

大
学
仏
教

文
化
研

究
所

・
西
域

研
究

会
、

一
九
九
三
年
)

『練
綱
路

の
至
宝

旅
順
博

物
館
仏
教
芸
術
名

品
展
』

(佐

川
美

術
館

、
二
〇
〇
二
年

）

上
野

ア
キ

「
ト

ル
フ
ァ
ン
出
土
彩
画
紙
片

に

つ
い
て
」

『美
術
研
究
』

二
三
〇

(
一
九
六
三

年
)

小
笠
原
宣
秀

「吐
魯
番
出
土
古
文
書
素
描
」

『西
域
文
化
研
究

第

二
』

小
笠
原
宣
秀

・
西
村
元
佑

「
唐
代
役
制
関
係
文
書
考
」

『西
域
文
化
研
究

第
三
』

熊
谷
宣
夫

「橘
師
将
来

吐
魯
番
出

土

紀
年
文
書
」

『美
術

研
究
』

二

一
三
号

(
一
九

六

〇
年
)

内

藤
乾
吉

「西
域
発
見

唐
代
官
文
書

の
研
究
」

『中

国
法
制

史
考
証
』

(有

斐
閣
、

一
九

六

三
年

、
初
発
表

一
九

六
〇
年
)

中
田
篤

郎

「
休
胤
文
書
集
録
考
」

『東
洋
史
苑
』

二
四

・
二
五

(
一
九

八
五
年
)

西
嶋
定
生

「吐
魯
番

出
土
文
書

よ
り

見
た
る
均

田
制

の
施
行

状
況
-
給

田
文
書

・
退

田
文

書
を
中
心

と
し
て
ー
」

『
中
国
経
済
史

研
究
』

(東

京
大
学
出
版
会

、

一
九
六

六
年
、

初
発
表

一
九
五
九

・
一
九
六
〇
年

)

西
村
元
佑

「唐

代
均
田
制
度

に
お
け
る
班

田
の
実

態
-

大
谷
探
検

隊
将

来
、
唐
代
西

州
高

昌
県

出
土

・
欠

田
文

書
を

中
心
と

し

て
ー
」

『中
国

経
済
史

研
究

均

田
制
度

篇
』

(同
朋
舎
、

一
九
六
八
年
、
初
発
表

一
九
五
九
年
)
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釈
文

【凡
例
】

一
、
釈
文

は
、
退

田
文
書

・
欠

田
文
書

・
給

田
文
書

・
そ

の
他

の
文

書

の
順
に
翻

刻
し
た

。

一
、
文
書

の
分
類
や
名
称

は
現
在
通
用
し

て

い
る
も

の
を
尊
重

し
た

が
、
こ
れ
ま

で
給

田

関
係
牒

と
し

て
ま
と

め
ら
れ

て
き
た
文
書

群

の
な
か

で
、
欠

田
文
書

・
退

田
文
書

の

一
部
と

推
定

で
き

る
も

の
に

つ
い
て
は
、
そ

の
所
属
を
断
り

な
く
変
更

し

て

い
る
場

合
が
あ

る
。

、
文
書
名

の
次

に
記

し
た
丸
数
字

の
番

号
は
、
同

一
種
類

の
文
書

に

お
け
る
複

数

の
断

簡
を
区

別
す
る
た

め
便

宜
的

に
付
け

た
も

の
で
あ
り

、
文
書

の
配
列

順
序
な

ど
を
示

す
も

の
で
は
な

い
。

一
、
文
書

の
紙
継
目

に
は
、
そ

の
裏

(場
合
に
よ

っ
て
は
表
)

に
署
名

の
施

さ

れ

て
い
る

こ

と

が

多

い
。
そ

の
場

合

に

は
、
継

目

表

示

(…
…
)

の

下

に

「
(継

目

裏

書

「元
」
)
」
な
ど

の
よ
う

に
記
し
た
。

一
、
残
画

や
意
味

・
内
容

に
よ
り
文
字
を
推
定

し
た
場

合
は
、
そ

の
文
字
を
口

で
囲

っ
た

。

一
、
書
体

の
崩
れ
な
ど

に
よ

っ
て
正
確
に
判
読

で
き
な

い
文
字
に
は
、
?
を
付
け
た
。

一
、
印
影

(「高
昌
縣
之
印
」
)

の
認
め
ら
れ

る
部
分
に
は
、

を
付
け

て
示
し
た
。

一
、
そ

の
他
、
文
中

で
用

い
る
記
号

の
内
容
は
以
下

の
通
り
。

]

上
欠

[

下
欠

[

]

文
字
数
不
詳
の
欠
損

口

一
文
字
分
の
欠
損

「

」

別
筆

『

』

朱
筆

一
、

退

田
文

書

退
田
文
書
①

一
二
二
六
+
(中
間
欠
)
＋
三
〇
〇
六

(池
田
牒
4

+
+
牒
2
)
青
龍
退
田
Ｉ

-

廿

□
日

」

2

田

.二

月

廿

四

日

録

.
事
受

3

主

簿

使

コ

　

4

「

口
案

、

元

憲
示

。

5

[

]

。

」

「
元
」

（
中
間
欠
約
1
紙
分
）

(継
目
書
)

6

]
唯
常
田
三
畝
、

7

口
処

分
、
謹
牒
。

8

]
奉
翻
牒
。

9

「

憲1
0

口

口

」
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退
田
文
書
②

一
四

一
八
+
[二
八
六
七

+
二
八
七

五
]
+
(中
問
欠
)
+
二
八

五
六
+
二
八

五

七

(池
田
35

+
[
16
]
+
+
40
+
41
)
青
龍
退
田
1

1

]
西
塔
寺

西
[

2

]
符
玄
爽

西
普
照
[

3

]
口

東
李
金
遠

口
[

4

]

東
還
公

[

5

目

6

]
里
蕎
渠

東
渠

西
渠

南
麹
遮

口
[

7

]
口
石
渠

東
渠

西
楊
悦

南
渠

北
[

8

口
里
蕎
渠

東
劉
石
仁

西
[

目

南
園
[

コ

元

」
…
…

(継
目
書
、
継
目
裏
書

『口
』
)

『同
雲
』

9

]
口
是
子
死
退

一
段
戴
畝
常
田
城
東
冊
里
柳
中
縣

東
曹
[

『同
雲
』

10

日
段
参
畝
部
田
城
東
珊
里
柳
中
縣

東
曹
姜
徳

西
[

『同
雲
』

11

国

囲
詮
死
退
萱
段
萱
畝
常
田
城
南

一
里
杜
渠

東
囲
[

『同
雲
』

12

口
]段
萱
畝
常
田
城
西

一
里
左
官
渠

東
索
富
[

『同
雲
會
巳
上
雨
椴
先
給
偲
保
醗
。
泰
』

13

一
段
戴
畝
部
田
城
西
七
里
楡
樹
渠

東
麹
漱
住

[

『同
雲
』

14

韓
思
忠
剰
退

一
段
戴
畝
部
田
城
西
五
里
楡
樹
渠

東
口
[

『同
雲
』

15

、

一
段
武
畝
部
田
城
西
五
里
楡
樹
渠

東
官
[

『同
雲
』

16

、

一
段
壼
畝
部
田
城
東
七
里
左
部
渠

東
[

『同
雲
』

17

、

一
段
壼
畝
部
m
城
東

五
里
胡
道
渠

東
[

『同
雲
』

18

、

一
段
戴
畝
部
田
城
口
四
里
胡
麻
井
渠

園
[

19

牒

件

通

當

郷
[

目

口

件

通

[

20

開

同
出
九
年
四
月
[

(中
間
欠

約

2
行
)

23

徳
義
里

24

康
龍
仕
死
退
壷
段
萱
畝
翻
城
南
伍
里
[

25

壼
段
壼
畝
翻
城
東
騨
拾
團
剛
中
縣

東
[

26

竹
定
師
剰
退
壷
段
・蓼
畝
翻
城
圃
口
里
喪
圏
園

東
水
田

西
[

27

周
英
麺
死
退
萱
段
武
畝
常田國
西
試
團
[

目

東
[

28

萱
段
武
畝
郷脳
城
西
柴
里
喪
[

『會
開
廿
六
年
給
王
道
俊
詑
圃
日

29

曹
海
資
萱
段
戴
畝
常
田城
西
参
里
口
[

30

壼
段
参
畝
郷細
城
西
染
里
沙
堰
園
[

31

成
化
里

『會
先
給
充
府
田
泰
』

32

張
調
君
壼
段
試
畝
常
田城
北
武
拾
[

「會
廿
六
年
給
主
」

33

周
恒
爽
壼
段
萱
畝
常
田城
北
萱
里
漏
[

34

大
女
陰
五
娘
死
退
壼
段
壷
畝
常
田
[

]
里
[
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35

壼
穀
壷
畝
畳

垣
東
伍
里
「

36

壼
段
萱
畝
雛

城
北
壼
里
[

,
π●

(継
目
裏
書

『口
』
)
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退
田
文
書
③

二
五
九
九

+
二
八
六
八

(池
田

34
+
17
)
青
龍
退
田
H

1

尚
賢
里
戸
口
[

『同
雲
』

2

一
段
壼
畝
壼
拾
[

『同
雲
』

3

曹
屯
～
剰
退

一
段
壼
畝
邸
田
城
西
七
[

]
園

南
夏
阿
智

北
渠

『同
雲
』

4

石
奴

～
剰
退
壼
段
壷
畝
常
田
城
東
廿
里
柳
中
縣
界

東
至
荒

西
渠

南
令
狐
黄
頭
北
張
相
歎

『同
雲
』

5

一
段
壼
畝
部
田

城
東
冊
里
柳
中
縣

東
史
申
播

西
楊
小

南
渠

北
康
申

『同
雲
』

6

一
段
壼
畝
部
田

城
西
五
里
屯
頭
渠

東
渠

西
趙
仕
義

南
渠

北
荒

『
同
雲
』

7

一
段
壼
畝
部
田

城
西
七
里
白
地
渠

東
渠

西
道

南
質
如

北
串
砧

『
同
雲
』

8

一
閾
口

畝
斑

城
東
囲

團
[

]

東
縣
令

西
還
公

南
幽

北
還
公

『同
雲
』

9

[

目
囮

圏
日
國

[



退

田

文

書

④

二

八

七

三

+
二

八

七

四

+

(中

間

欠

)
+
二

八

六

九

(池

田

12

+
14

+

+
11
)

青
龍
退
田
H

1

高
昌
里纂

『同
雲

曇
』

2

員
奉
託
母
死
退

一
段
壼
伯
歩
常
田
城
[

築

『同
雲

曇
』

3

一
段
壼
畝
挑
城
東
冊
里
柳
中
縣

東
張
明
願

因
[

『同
雲

曇
』

4

大
女
周
貞
勝
死
退

一
段
壼
畝
部
田
城
東
五
里
左
部
渠

東
圃

田

國

[

5

口
國

南
六
里

東
官
田

西
至
園

[

6

]

田

因
[

(中
問
欠

約

3
行
)

10

一
段
[『同

雲

安
』

「會
先
給
[
H

]

11

大
女
康
屯
勝
七
十
八
死
退

一
段
武
畝
笛

城
西
[

『同
雲

安
』

12

一
段
壷
畝
部
田
城
東
三
里
谷
中
渠

東
至
渠

西
至
荒

[

『同
雲

安
』

13

一
段
壼
畝
部
田
城
西
[

]

西
至
渠

南
至
[

『同
雲

安
』

14

日
段
壼
畝
驕

[

『同
雲
』

15

[

]
死
[

退
田
文
書
⑤

二
九
六

一
+
二
八
六
六

(池
田
61
+
m
)
雲
形

J
W

1

]

南
李
悪

北
焚
鼠

「
元

」

(継
目
裏
書

「元
」
〕

2

一
段
戴
畝
譜

城
西
五
里
胡
麻
井
渠

東
尚
寛

西
渠

南
高
規

北
張
師

「9

『安
』

3

口
柳
中
縣
界

東
渠

西
漏
長

南
播
装

北
李
相

「Ω

4

]
横
裁
城

東
至
荒

西
荒

南
還
公

北
渠

『9

つ

コ

5

]
渠

東
国
王
伏
近

西
道

南
周
妃
娘

囮
[

退
田
文
書
⑥

一
二
二

一
+
二
八
八

一

(池

田
3
+
36
)
雲
形
J
V

ー

口
囲
蔀

渠

東
至
渠

西
索
相
憲

南
至
[

2

目
柴
里
左
部
渠

東
至
渠

西
寧
明

南
辛
護

北
益
[

3

[

口

4

口
杜
渠

東
長
史

西
至
道

南
馬
達

北
趙
鉢

5

口
圃
頭
渠

東
胡
麻
井

西
白
海
砧

南
胡
麻
井

北
至
渠

6

]
白
渠

東
常

田

西
麹
達

南
自
至

北
園
[

「
元

」

ー

ワ.

:
(継

目

書

、

継

目
裏

書

『雲

曇

』
)

7

」
魎
中
縣
界

東
郭
慶
「

」
富
多

南
「

8

]
縣

東
還
[

9

]
横
裁
城

[

10

]
口
洛
部

[

11

]
口
部
渠

[
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二
、

欠

田
文

書

欠
田
文
轡
①

二
九
八
〇

+
四
九
〇
〇

+

一
二
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